
バランスについて 

 個人的な感覚かもしれませんが、教育の話題は「振り子」の考え方で語ら

れることが多い気がしています。本来は一体的に進めることが求められてい

る「協働的な学び」と「個別最適化した学び」も、十分に一体的に捉えられ

ているか疑問を持っています。古くは「基礎か発展か」といった議論もあり

ました。生徒指導においても、「個別支援」と「集団指導」はどちらか一方

ではなく、どちらも大切。「振り子」ではなく「バランス」だと思うので

す。そのバランスは、学校の実態や１人１人の児童生徒の状況によって異な

り、その見極めこそ教師の大切な仕事だと思うのです。 

 振り子は一度動き出すと、振り切ってしまうまで止まりません。そして必

ず全く反対の方向に戻っていくという特性があります。一方で、バランスを

計る「天秤」は、どちらかに傾いても、均衡を保つ力が生まれてきます。 

 「居場所づくり」と「絆づくり」も同じだと思うのです。学級は生き物と

言われますが、時々刻々と変化するものです。進級・進学時に集団のメン

バーが大きく替わるタイミングでは、その変化は凄まじいと言えるでしょ

う。そんな時は、「居場所づくり」から始め、当面はそこに注力する。そし

て安全・安心な風土が醸成さ

れたことを見極めつつ、徐々

に「絆づくり」にウェイトを

移していく。天秤ですので、

もし、絆づくりがうまくいか

なければ、もう一度、「居場

所づくり」に重きを置き、バ

ランスを保つ。その基準はあ

くまでも「子ども」の姿。当

たり前のことですが大切だ

なぁと思うのです。（髙橋） 

コラム 人生課長の独り言～一歩進めるためのヒント～ 

人権教育・生徒指導課のホームページもご覧ください。 

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/350/ 

【図】学級集団の状態と「居場所づくり絆づくり」 

誰一人取り残されない岡山県の教育に向けて 

 岡山県教育委員会では、「学校を誰もが通いたくなる魅力ある場所に」すること

を第一の柱に掲げ、「新岡山県不登校総合対策～OKAYAMA夢に繋がる学びプロ

ジェクト～」を推進しています。 

 学校を魅力的な場にすることは、不登校に限らず様々な教育課題の改善につなが

るものですが、具体的にはどのように取り組むことが必要なのでしょう？『生徒指

導提要』の考え方や国の研究成果等を踏まえて解説します。 
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 次に「目標」にアプローチするための「手立て」を考える必要が

あります。何もせずには子どもの意識の向上はあり得ませんので、

「居場所づくり」と「絆（きずな）づくり」という方法をとるとい

うことになります。 

この２つの手立てを考え、実践するということになります。 

生徒指導Leaflet@OKAYAMA 

Q．魅力ある学校づくりと居場所づくりと絆

づくり、生徒指導の視点などの関係につ

いて教えてください。 

A.これまでも魅力ある学校づくりに関連する内容は、何度か紹介さ

せていただきましたが、パーツに散らばっていましたので少し整理

します。 

 まず、「魅力ある学校をつくる」というのは「目的」です。つま

り、最終的に成し遂げようとする事柄や目指すべき到達点だと言え

ます。これを共通理解して全員で目指していくことは重要ですが、

どのように取り組むか？具体化する必要があります。 

 そこで重要になるのが、「目標」になります。目標とは、目的を

達成するための指標と言うべきもので、この指標を意識して取り組

み、その達成度合いを確認することで進捗を確認するということに

なります。この目標が国立教育政策研究所の研究では、「学校が楽

しい」「みんなでなにかをするのが楽しい」「授業に主体的に取り

組んでいる」「授業がよく分かる」などの児童生徒の意識（声）調

査であり、これらを高めることになります。 
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「目的」 

  と「目標」 

「目標」 

 と「手立て」 

居場所づくり 

 教職員が、児童生徒が安心できる自己存在感や充実感を感じられる場

を提供すること（安全・安心な環境づくり） 

絆（きずな）づくり 

 児童生徒が、主体的に取り組む活動等を通し、自らが仲間との「絆」

や学びとの「つながり」を感じ取り、紡いでいくこと（仕掛けは教師） 

「手立て」としての、居場所づくりと絆づくり 

 

 「目的」⇔「目標」⇔「手立て」⇔「視点」を意識する 

POINT 

共通実践を進めるための「視点」 

Vol.29 「目的」「目標」「手立て」「視点」 

「手立て」を 

  行う上での 

    「視点」 

『提要』のダウンロード

はコチラ 
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 居場所づくりと絆（きずな）づくりは、授業を中心としたすべて

の教育活動の場で全教職員で実践しなければ効果は望めません。そ

のためにも、「視点」を共有し、互いの実践から学び合う環境を整

えることも重要です。 

 学校教育活動で行われる、教

科指導や特別活動はそれぞれに

特性があるため、内容が専門的

になればなる程、連携が取りに

くくなるように思います。そこ

で有効なのが、すべての教育活

動の中に存在する「生徒指導の

実践上の４つの視点」です。こ

れを共通の「視点」（共通言語

と言い換えることもできます）

として持ち、それぞれの実践を

つなぐということになります。 

実践そのものを真似るのではな

く、実践の中の「視点」を取り

込むということです。 

立ち位置を確認して 

 どのような実践を行う上でも、目的が単なるスローガンになった

り、逆に手立て（手段）が目的化して、やりさえすれば良いという

ことに陥ってしまっては、効果は望めません。常に、今、話し合っ

ているのは「目的」なのか？「目標」なのか？「手立て」なのか？

「視点」なのか？の確認をして、同じ土俵に立って共に考えるとい

うことが大切です。 

 そして、それぞれの関係を大切にすること、どんな手立ても必ず

目的・目標とする到達点を見据え、その関連を意識した計画→実践

→振り返りの流れを重視するなど、下（細部）から上（全体）を見

る視点と、目的を細分化することで常に到達点を意識した実効性の

ある取組にするなど、上（全体）から下（細部）を見る視点、この

両方を心がけたいものです。 

視点１：自己存在感の感受への配慮 

視点２：共感的な人間関係の育成 

視点３：自己決定の場の提供 

視点４：安全・安心な風土の醸成 

【図】魅力ある学校づくりのイメージ 


